
令和 2 年度全学 FD/SD 研修会について

教育支援研究開発センターでは、全学的な FD/SD 推進を担う部署として、本学の課題を踏まえ、ニーズ
に合致した研修会を企画しています。参加する教職員や学生に対して、今後の教育のあり方や大学運営につ
いて考える機会を提供するため、毎年、全学 FD/SD 研修会を実施しています。今年度は、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止の観点から、全てオンラインで実施しました。

令和 2 年度は、計 3 回の全学 FD/SD 研修会を実施しました。第 1 回・第 2 回は前年度で「教養としての
データサイエンス」（詳細は、CERADES News vol.16 参照）を実施し、「データサイエンス教育」の重要
性を鑑みて、第 2 弾・第 3 弾として外部講師を招聘し「データサイエンス教育」をテーマとした研修会を実
施しました。

第 3 回は、令和元（2019）年度から第 3 期の認証評価が開始され、本学においても令和 5（2023）年度
までの受審が予定されていることから、「内部質保証と教学マネジメント」をテーマとした研修会を企画し、
第 3 期認証評価で高い評価を得た立命館大学の事例を基に講演いただきました。

詳細は各ページに記載していますので、是非、ご覧ください。

全学 FD/SD 研修会実施一覧

第１回

日　時：令和 2年 9月 15日
テーマ：「データサイエンス教育の動向と先行事例について」
講　師：山本 章博 氏
　　　 （京都大学大学院 情報学研究科 教授 /

京都大学 国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター長 ）

第２回

日　時：令和 2年 12月 14日
テーマ：「データサイエンス教育の先行事例について」
講　師：増川 純一 氏（成城大学 経済学部 教授 /

データサイエンス教育研究センター長 ）

第３回

日　時：令和 3年 2月 9日
テーマ：「大学固有の内部質保証のストーリーを考える

―立命館大学の内部質保証システムと学習成果の可視化を手がかりに―」
講　師：鳥居 朋子 氏（立命館大学 教育開発推進機構 教授 /

大学評価・IR 室 副室長 ）
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FD/SD 活動の推進 ―第 1 回全学 FD/SD 研修会開催―FD/SD 活動の推進 ―第 1 回全学 FD/SD 研修会開催―

データサイエンス教育の
動向と先行事例について

講師 山本 章博 氏（
京都大学大学院 情報学研究科 教授 /
京都大学 国際高等教育院附属
データ科学イノベーション教育研究センター長

）
令和 2 年 9 月 15 日（火）、第 1 回全学 FD/SD 研修会を開催しました。近年、

大学において文系理系を問わず、全ての学生があらゆる分野で数理・データサイ
エンス・AI の基礎教育が求められています。データサイエンス教育は、大学は
もちろん初等・中等教育においても国際競争力のためにも欠かすことはできない
と言われています。データサイエンス教育を全国に波及させるために「数理・デー
タサイエンス教育強化拠点コンソーシアム」が形成され、近畿ブロックの連携校として、今年度から本学も参加し
ています。そのような状況において、昨年度の全学 FD/SD 研修会「教養としてのデータサイエンス」と題して、
本学の情報理工学部の平井重行先生にご講演いただき、今回は、「デーサイエンス教育」の第 2 弾として開催し、
当日は学長をはじめとした教職員 47 名が参加しました。

諸外国と比較すると企業では意思決定におけるデータとアナリティ
クスの活用が遅れを取っている状況や世界に先駆けた「超スマート社
会」の実現（Society 5.0）に向けて、日本の産業活動を活性化させる
ために必要な数理・データサイエンスの基礎を持ち、課題解決や価値
創造に繋げられる人材育成が不可欠なことから、国は大学の数理・デー
タサイエンスに係る教育強化を掲げている。京都大学でも情報教育を
見直すため内部で様々な議論を重ね、データ科学イノベーション教育
研究センターの設立や全学共通教育に情報教育の導入、「コンピュータ
リテラシーから情報リテラシー・情報活力への移行」、「数理統計からデータ科学リテラシーの活用への移行」を行った。
また、京都大学は「数理及びデータサイエンスに係る教育強化の拠点校」の 1 つであり、AI 戦略 2019 に基づき、モデ
ルカリキュラムの提示や教材開発等を行うことで、数理及びデータサイエンス教育の全国展開に尽力している。

参加した参加した

教職員の声教職員の声

・�データサイエンス、AI に対する京都大学および全国的な取り組みを理解する良い機会にな
りました。

・�データサイエンス教育の概要と、全国展開の様子について初めてお伺いしましたが、デー
タサイエンス教育のイメージを掴むことができました。

・�導入に関する具体的な方針づくりや施策、裏側の「政治」を知ることができた。特に京都
大学の独自の取り組みは参考になった。これからの本学の取り組むべき課題も見えた。

講 演 要 旨

京都大学情報学系長・情報学研究科教授
国際高等教育院附属データ科学イノベー
ション教育研究センター長

山本章博先生
大学におけるデータサイエンス教育の動
向、コンソーシアムの活動、京大の全学
生向け教育の取り組み等 についてお話
いただき、本学のデータサイエンス教育
の今後について参加者と一緒に考える予
定です。

・準備の都合上、上記期日までに申込をお願いします。
ただし、当日参加も可能です。

申込締切： 月 日（月） 時まで
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データサイエンス教育の
先行事例について

講師 増川 純一 氏（成城大学 経済学部 教授 /
データサイエンス教育研究センター長 ）

令和 2 年 12 月 14 日（月）、第 2 回全学 FD/SD 研修会を開催しました。第
1 回に引き続き、「データサイエンス教育」をテーマとし、昨年度から続けてい
る第 3 弾の位置づけであり、今回は、人文・社会科学系の学部で構成される成
城大学が他大学に先駆けてデータサイエンス教育に着目し、それぞれの専門知識
に「データサイエンス教育」を取り入れた具体的事例を紹介していただきました。
当日は学長をはじめとした教職員 36 名が参加しました。

成城大学では、平成 27（2015）年よりデータサイエンス科
目を設置し、教育目標に「データサイエンス教育により、デー
タに関心を持ち、データに基づき考え、（勇気をもって）行動す
る人材（マインド）を育成すること」を掲げ、学生の育成に力
を入れている。令和元（2019）年にはデータサイエンス教育研
究センターを開設し、更に力を入れる体制を整え、カリキュラ
ム改革については、外部アドバイザリー委員としてデータサイ
エンスの研究者や専門家を中心に推進している。今後の展望で
は、アクションプランとしてデータサイエンス系コンテストへ
の参加支援や専門教育との連携等を掲げた。最後に増川先生か
ら、「一時の流行としてではなく、科学リテラシー（科学の常識や知見に従って意思決定し、行動できる）とデータリテ
ラシー（データ［エビデンス］に基づき論理的に意思決定し、行動できる）を市民の常識として身につけさせるよう、
大学も寄与しないといけない」と力強く述べられた。

参加した参加した

教職員の声教職員の声

・�人文・社会科学系学部でのデータサイエンス教育を実施している例として、導入の部分と
数学が実際に必要な具体的な部分とのカリキュラム設計の話が聞けたのが良かった。

・�本学でも、類似のプログラムを開発・導入する必要性が高いことを認識できた。

・�これからの市民に必要なものとして、データサイエンス教育を位置づけるという視点は、
大事であり、いわゆる現代型の「教養」に当たると感じた。

講 演 要 旨

成城大学 経済学部教授
データサイエンス教育研究センター長

本学のデータサイエンス教育の今後について考える機会提供として、
データサイエンスの授業科目を 年度から展開している成城大学
データサイエンス教育研究センター長 増川純一先生をお招きして、
成城大学におけるデータサイエンス教育の事例紹介、特に人文・社会
学系の学部生を対象とするデータサイエンス教育のあり方、方向性を
紹介いただきます。データサイエンスの大学教育の現状に関心をお持
ちの教職員の皆様、ぜひご参加ください。

講師：増川純一先生
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大学固有の内部質保証の
ストーリーを考える
―立命館大学の内部質保証システムと学習成果の可視化を手がかりに―

講師 鳥居 朋子 氏（立命館大学 教育開発推進機構 教授 /
大学評価・IR 室 副室長 ）

令和 3 年 2 月 9 日（火）、第 3 回全学 FD/SD 研修会を開催しました。
本学は令和 5（2023）年までに第 3 期の認証評価の受審が予定されており、
第 3 期の認証評価では内部質保証が重点項目になっています。第 3 期の
認証評価に対応するべく、既に第 3 期の認証を終え、高い評価を得た立命
館大学の鳥居朋子先生を講師として招聘しました。当日は学長をはじめとした教職員 64 名が参加しました。

第 3 期の認証評価では、内部質保証が重点項目となっている。教学マネジメントと密接な関係にあり、教学マ
ネジメントとは、令和 2（2020）年 1 月に中教審で教学マネジメント方針が公表され、「大学がその教育目的を
達成するために行う管理運営であり、大学の内部質保証の確立にも密接に関わる重要な営みである」と定義され
ている。教育に関する内部質保証システムを運用する個々の大学の自律的な営みが教学マネジメントであると理
解でき、今回の講演の副題にもあるとおり、内部質保証が機能するためには「大学独自の内部質保証のストーリー
を作ることが重要」である。鳥居先生は、①「如何に大学構成員の当事者意識を涵養しつつ、組織における質文
化を醸成し、内部質保証の取り組みのサスティナビリティを高めるか」、②「継続的改善に向けて、如何に IR と
FD を連動させるか」、③「実践的・研究的な課題解決、事例共有の必要性」を課題意識としてあげ、立命館大学
の取組を詳細に解説された。特に、「IR と FD を繋ぐ場は自然発生しないため、意識的に場として設定する必要
がある」と示唆された点については、多くの参加者の共感を得ました。

参加した参加した

教職員の声教職員の声

・�認証評価が特別なものではなく日常のルーティーンに組み込まれており、大変参考になった。
・�「内部質保証」と言われても、半ば「漠然」としていたが、大学の具体的事例とも言える

ものを紹介・説明していただき、少しではあるがイメージが湧いてきた。
・�全学的な統一したものも必要だが、学部によって学びが違うことは明らかであり、そのた

めにもやはり学部（現場）に近いところで、データを活用いただける環境の構築や意識の
醸成が必要であると改めて思いました。

・�全部を一度に評価していくという無理はせずに、テーマをもって評価を進めていくという
現実的な視点も忘れてはいけないことを、改めて認識しました。

講 演 要 旨

大学固有の内部質保証の

月 日 月 正午までに 申込フォームで
お申込みのうえ、 でご参加ください。

参 加 方 法

立命館大学教育開発推進機構 教授
大学評価・ 室 副室長

講師：鳥居 朋子 先生

学習成果の可視化を手がかりに―

年 月２ 日（火） ～

お問い合わせ先：４号館１階 教育支援研究開発センター事務室（ ）

ストーリーを考える

第 回全学 研修会においては，この第 期の認証評価で高い評価を
受けられた立命館大学教育開発推進機構 鳥居朋子教授を講師にお招きし，
「大学固有の内部質保証のストーリーを考える」をテーマとしてご講演い
ただきます。日本における高等教育研究を牽引されてこられた鳥居先生を
お迎えしての研修会は，次の第 期の認証評価を控えた本学教職員にとっ
てまたとない機会です。ぜひご参加ください。

令和 年度第 回全学 研修会

―立命館大学の内部質保証システムと

※講演の撮影・録画・録音はご遠慮くださいますようお願いいたします。
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